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１．研究計画の概要
研究代表者は,短波海洋レーダによる海流・波
浪観測に関する研究を行っている。短波海洋
レーダとは,短波帯の電波を海面に照射し,海
面で散乱されて戻ってきた電波をスペクト
ル解析することによって, 表層の海流や波浪
などを観測する装置である。特に短波海洋レ
ーダによる波浪観測の実用化が今回の研究
の目的である。
(1)ドップラースペクトルの品質管理手法
スペクトル解析によって得られたスペクト
ルは,ドップラー周波数の関数として表され
る。これをドップラースペクトルという。雑
音の影響が大きなドップラースペクトルを
波浪推定に用いることは不可能である。従っ
てそのようなドップラースペクトルを選別
する手法を開発した。
(2)波浪スペクトル値は全方程式（ドップラー
スペクトルと波浪スペクトルの関係を表す
積分方程式、定常としたエネルギー平衡方程
式など）の重みつき二乗和を最小にするよう
な未知数として求めている。この重みの最適
値は海況（うねりが卓越するかどうかなど）
によっても異なる。そこでこの重みの最適値
を簡便に決定する手法を開発する。
(3)海洋レーダの特徴は,海流・波浪などの物
理量の水平分布を得られることである。とこ
ろが波浪に関してはその水平分布の妥当性
が調べられたことはなかった。レーダ・現場
観測・モデルによる波浪スペクトルの相互比
較を行うことによって波浪データの水平分
布の妥当性を調べる。

２．研究の進捗状況
(1)ドップラースペクトルには ,一次散乱とい
う大きなピークと二次散乱と呼ばれる小さ

なピークがある。波浪スペクトル推定には ,
一次散乱及び二次散乱を使用する。従って雑
音の影響を受けやすい。その場合,波高を過大
評価してしまう。そこで短波海洋レーダから
得られた波浪データを品質管理を簡便に行
う手法を開発した。まずドップラースペクト
ルの雑音レベルを求める。その雑音を差し引
いたスペクトル値から波浪スペクトルを推
定する。それでも雑音が十分に除去されてい
ない場合もある。エネルギー平衡方程式にお
ける伝搬項及びソース関数を見積もる。それ
らから波浪スペクトルの時間変化率を見積
もることが可能である。この方法で,レーダに
よって推定された波浪スペクトルから波高
の時間変化率を評価する。この波高の時間変
化率を基に得られた波浪データの品質管理
を行った。その結果，雑音の影響を受けた波
浪データを除去することが可能となり，現場
観測との比較結果も向上した。
(2) レーダ・現場観測・モデルとの相互比較
を行い，波浪スペクトル推定の評価を試みた。
まず波浪スペクトル推算モデルの改良を行
った。遠距離を伝搬するうねりがある場合で
も,波浪推算が可能となる手法を開発した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
(理由)
研究計画の概要のうち,1(1), (2)で掲げた項目
については,論文にまとめている。

４．今後の研究の推進方策
(1)レーダ・現場観測・モデルとの相互比較
に関する結果をまとめる。
(2)（1)の相互比較は沖縄西方沖での観測デ
ータを用いたものであるが,沖縄東方沖での
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観測データについても比較を行う。この海域
では 2 カ所で波浪観測を行っているため,波
高の水平分布についてもある程度検証でき
る。
(3）海上風速・風向についてもその推定手法
を開発する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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